


水性塗膜剥 離剤

EPP工法
®

（エコ・ベイント・ピー リンクエ法）
Eco Paint Peel ing Method 

爛境に対応塗るだけで塗膜が浮き上がる。簡単に安全な作業蠣境を実現。

NETIS 登録番号： KT-150081-VE

土木鋼構造物用塗膜剥離剤ガイドライン（案）、（国研）土木研究所（平成 29年 3月）

付属資料 1 「土木鋼構造物用剥離剤及びこれを用いた塗膜除去工法の品質規格（暫定案）に対応

容量:16kg

作業蠣境の改善に大きく貢献！

剥離作業状況

アクアインプラス は、塗膜面に塗布するだけで塗膜が
浮き上がり剥離することができる水性剥離剤です。
アクアインプラスを使用した塗膜剥離工法を『EPP工法®

(NETIS:KT-150081-VE)」と称しております。
従来の塗膜除去工法は、有害物質の飛散、騒音の発生、
大量の産業廃棄物といった課題がありましたが、本剥離
剤は水性のため、瑕境にやさしく、人体にも安全な製品です
ので安心してこ使用いただけます。

圃ー

製造： socomore

剥離完了

■ 安全で安心
シンナ ーなどの溶剤を含まない水性 ー 液塗料剥離
剤 を 使 用していますので、これまでの剥離剤と比較
して、火災の心配もなく安全に作業できます。
＊剥難剤で剥離除去・回収した塗膜は、消防法上指定可燃物

に分類されます。

■ 使い方が箇単
剥離剤を既存の塗膜面に塗布するだけ。あとは自然

に塗膜が持ち上がり、きれいに分離します。

■ 後処還が容易
ブラストのようなダスト処理の心配がありません。
また使用用具は水で洗い流すことができ処理が容
易です。用具の洗浄用として、水性専用クリ ーナ ーも
使用できます。

1 標準仕様 一
商品名 用途 塗布量 施工方法

アクアインプラス202N 水性塗膜剥離剤 500g／ボ ハケ、ロ ーラー、エアレススプレ ー

アクアインプラス801 専用クリ ーナー （水性） 1oog1m ウェスによるふき取リ他

＊標準仕様は、塗膜厚500µm以下を想定したものです。施工瑕境により適宜調整してください。
＊塗布量にはロスを含みません。
＊塗布から剥離するまでの時間：標準24時間（既存塗膜の膜厚や剥離する時期の条件により剥離時間は変わります）
＊剥離剤は試験施工などにより、剥離効率化が図れる場合は、～l,OOOg/rrlを目安に調整してください。
＊専用クリーナー（水性）は剥離した面の清浄に用います。汚れや廃塗膜が残存する場合に使用を推奨します。

| EPP工法®の作業手順 一

一
▼ 

B 

エアレススブレー ・
刷毛・ロ ーラー等を
使って塗布します。

▼ 

手工具等による
塗膜剥離除去

塗膜へ浸透・軟化膨潤
状態の確認

剥 離後素地確認

＊本施丁前に事前に試験施丁を行し＼既存塗膜の剥離可否や
養生時問、施工回数などの確認を行ってください。
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1 対応塗料

塗 料 評価

＇ 長油性フタル酸樹脂塗料（長油性アルキド樹脂塗料） ゜

外面塗装用上塗・中塗
塩化ゴム塗料 ゜＇ 
ポリウレタン樹脂塗料 ゜

―' 

フッ素樹脂塗料 △ 

内面塗装
無溶剤系変性工ポキシ塗料 X 

変性工ポキシ樹脂塗料 ゜

フェノール樹脂 MIO塗料 ゜

エポキシ樹脂塗料 ゜

鉛系さび止め塗料 ゜

前処理・下塗
-, 

鉛丹さび止め塗料 ＇ 
エッチングプライマー・ウォッシュプライマー ゜

有機ジンク △ 
＇ 

無機ジンク・ガラスフレー ク塗料 X 

| EPPエ定による剥離の仕絹み ー
一

剥離剤が塗膜 ： ） 

内部に浸透 は
I 剥離剤

I 既存塗膜

本剥離剤を既存塗膜に塗布すると、 塗膜に浸透
していき、塗膜の化学結合を破壊します。

●剥離剤の標準塗布量は500µ m (500g/rri
（ロス を含ます）です。
但し、実際の塗布皇については各現場にて500µm~
l,OOOµmの範囲で確認することを推奨いたします。

一

剥離剤 →竺•”19ヰ既存塗膜
・一� 膨張

浸透した剥離剤は、塗膜を膨潤させ、体積が大きく
なり塗膜を持ち上げます。

＊本剥離剤は塗膜を溶解するものではありません。

― 
塗膜膨張力
＞付鶉力

剥↓離

塗膜の膨張力が、素地との付着力を上回ることに
よ り、塗膜が浮き上がり剥離します。

●剥離後は水性専用クリ ーナ ーによる洗浄を推奨
します。

1 安全性／珊境性について （アクアインプラス単体について記載）

消防法 非危険物に分類されるため、管理が容易です
＇ ＇ 

毒物及び劇物取締役法 該当せず
←— ト一

労働安全衛生法 SDS対象物質、表示物質：ベンジルアルコ ール
＇ 

PRTR法対象物質 なし

有機溶剤中毒予防規則 該当せず
＇ _, 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 産業廃棄物
＇ ＇ 

生分解性参考値 平均100%, 28日OECD 301( 
＇ 

魚毒性試験参考値 LCS0,96hr : 650mg/ L 

低臭·低 剌 激 低臭・低剌激のため扱いも簡単です

•さび•黒皮は剥離不可能 o: 剥離効果が高い △：剥離可能 x:剥離不能

塗布後数時間経過状況塗布状況




